
S旨

を
波
L
、
十
七
日
z
凶
ら
械
を
挑
ん
だ
か
、
勝
家
は
之

一
応
る
。
既
に
し
て
中
山
静
勝
家
も
大
勢
の
挽
回
す
べ
か
一

・0
0
云
々
。
ヌ
柳
閉
村
ぬ
づ
き
谷
と
い
ふ
腕
に
、
女

に
郎
ぜ
ず
し
て
持
久
の
抑
制
を
綿
じ
た
。
努
吉
乃
ち
俄

一
ら
ざ
る
を
硯
て
背
池
し
、
府
中
を
沿
ぎ
て
利
家
を
紡

一
前
・男
揃
の
爾
櫛
あ
り
。
此
腕
の
出
布
の
濯
に
、
諸
r
w
M

限
を
利
用
し
、
四
且
十
七
日
妥
協
に
入
っ
て
信
孝
を

一
ひ
、
刺
家
が
秀
育
と
岱
交
あ
る
を
以
て
、
宜
し
く
栢
一
磁
の
来
迎
の
委
を
彫
り
て
あ
り
o
金
山
と
い
ふ
に
、

攻
殴
し
た
o
服
政
之
を
陥
き
、
努
吉
の
不
在
に
来
じ
士
刊
す
べ
き
こ
と
を
拘
め
て
去
っ
た
o
努
苦
は
北
地
L
一
近
き
頃
ま
で
此
村
に
十
郎
兵
衛
と
て
大
百
姓
あ
り
。

て
敵
叫
引
を
沼
ら
ん
と
欲
し
、
肪
十
抵
の
岱
に
主
っ
て
そ

一
て
刊

一
日
夜
今
庄
に
泊
L
、
叡
日
自
ら
利
家
の
館
に
一

日比
所
持
あ
り
し

千
刻
の

一
枚
の
期
間
あ
b
o』
と
あ

の
同
訟
を
求
め
た
o
勝
家
之
を
結
し
、
四
方
の
敵
似
一
臨
み
て
税
陛
L
、
日
一
一
一
日
利
家
父
子
を
先
駆
と
し
て
一
。
、
十
郎
兵
衛
は
橘
氏
で
あ
る
。

に
封
し
て
利
家
父
子
を
茂
山
に
仰
世
し
め
、
防
e
N
M
一
北
庄
に
向
か
う
た
が
、
サ
四
日
勝
家
は
火
を
械
に
放

一

ヤ
ナ
ギ
ダ
ガ
ハ

柳
田
川

什
け
イ
グ

』
マ
チ
ノ

に
封
し
て
際
政
茂
等
を
備
へ
、
日
つ
府
政
を
仔
め
一
っ
て
自
決
し
た
。
禿
苦
乃
ち
結
締
川
を
渡
っ
て
次
し
二
ガ
ハ
町
野
川。

て
、
孜
殴
終
ら
ば
直
に
本
道
よ
り
限
る
べ
き
こ
と
を

一
サ
五
日
加
れ
に
入
り
、
品
川
八
日
自
ら
擁
放
の
尾
山
城
一

ヤ
ナ
ギ
ダ
カ
ン
ベ
Z

柳
田
勘
兵
衛

前
削
光
一
品

以
て
し
た
。
是
に
於
い
て
同
町
政
は
、
二
十
日
昧
爽
府

一
に
入
。
、

χ
職
後
の
雌
芭
を
践
し
、
利
家
に
石
川
・

一の
小
々
持
。
勘
兵
衛
は
江
戸
に
在
っ
て
、
そ
の
岡
山
山

中
の
不
破
直
光
・松
任
の
徳
山
則
努
を
先
鈴
と
し
、

一
加
到
二
地
を
県
へ
て
先
の
能
常
に
加
へ

、
尾
山
城
に

一
寺
西
誠
人
と
板
硲
兵
助
と
申
分
を
生
じ
、
厳
人
の
仕

巾
川
前
禿
の
大
山
町
固
有
を
陥
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
降
援
一
治
せ
し
め
、
利
長
に
徳
山
則
努
の
白
熊
石
川
部
回
路
一
方
散
々
な
る
盲
服
言
を
傍
へ
た
に
よ
。
、
絞
人
の
お

阻む附
山
の
郡
山
長
男
を
も
定
ら
せ
た
。
昨
日
放
勝
を
得

一
一
仰
を
血
(
へ
て
総
任
に
回
ら
し
め
、
前
の
越
前
府
中
領
一
に
詰
責
せ
ら
れ
て
口
論
を
倒
し
た
。
そ
の
事
老
侠
利

て
怒
気
忽
ち
脈
。
、前
令
に
背
き
て
郎
ら
ず
、隠
野
山
町

一
を
除
き
、
江
沼
・能
楽
二
部
は
若
狭
法
政
制
及
び
越

一
品
川
の
問
〈
腕
と
な
り
、勘
兵
衛
は
切
阪
を
命
ぜ
ら
れ
、

山
に
野
信
し
て
明
日
一見
に
同
日
告
を
年
げ
ん
こ
と
を
矧

一
前
一
凶
と
共
に
丹
羽
良
努
を
封
じ
て
北
庄
に
思
ら
し
一
献
入
は
限
を
初
ひ
、
叉
磁
人
と
交
っ
た
利
治
の
小
々

し
た
o
是
の
日
秀
吉
大
起
に
在
っ
て
柴
間
近
の
前
進

一
め
、出
口
秀
防
を
拝
郷
家
系
の
萄
領
大
型
寺
に
置
き
二
終
菅
木
全
館
・
大
窪
綾
部
・吉
田
七
兵
衛
・
茨
木
小
山
中

を
刷
き
、
長
脳
-
匙
江
に
向
か
ひ
、
引

一
日
の
諜
則
前

一
村
上
制
勝
は
依
然
小
松
に
在
っ
て
、
二
人
共
に
長
努

一
λ
は
凶
に
滋
さ
れ
た
後
扶
持
を
放
た
れ
た
o
似
し
勘

木
，
木
を
恋
し
て
時
守
山
砧
の
隔
に
帥
し
、
柴
郎
勝
政
の

一の
奥
力
と
な
り
、
徳
山
則
努
と
不
服
直
光
と
は
利
家
一
兵
衛
の
先
制
岨
は
抽
出
功
の
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
利
常
の

怖
に
仰
を
仰
せ
ん
と
す
る
を
見
て
、
慌
に
乱
射
を
加

一
に
白
取
す
る
こ
と
に
な
っ
た
o
耐
し
て
秀
吉
は
五
且

一
御
服
役
四
郎
=
一
郎
(
失
氏
〉を
し
て
柳
田
氏
を
ホ
て
し

へ
し
め
た

o
m政
は
勝
放
の
危
き
を
見
、
非
郷
家
お

一
朔
北
，
庄
に
訟
。
、
七
目
安
土
に
入
っ
た
。

一
め
ら
れ
た
。

を
出
は
し
て
致
は
し
め
た
が
、
家
お
も
勝
政
も
供
に

一

ヤ
ナ
ガ
ハ
ハ
ル
シ
ゲ
柳
川
容
茂
・
泊
都
内
町
議

一

ヤ
ナ
ギ
ダ
シ
ラ
ヤ
マ
シ
ヤ
柳
田
白
山
社

汁
什
イ
グ

戦
死
し
た
。
脱
政
そ
の
淑
の
敗
れ
た
る
を
見
、
逃
れ

一
三
郎
。
江
戸
の
白
銀
問
。
技
を
柳
川
直
容
に
向
日
ん
で
二
鳳
至
郡
柳
田
に
銀
座
L
、
今
白
山
制
批
と
椴
す
る
。

て
敦
到
附
近
に
来
。
、
土
民
の
絡
に
制
へ
ら
れ
て
努

一
そ
の
氏
を
口
す
こ
と
を
昨
さ
れ
た
。
文
政
中
金
制
仰に

一
線
札
に
、『
能
州
臥
LF
郡
中
町
野
柳
間
安
養
自
由
寺
銀
守

育
の
怒
に
送
致
せ
ら
れ
、
後
六
候
河
原
に
刑
せ
ら
れ

一
来
っ
て
梁
に
従
ひ
、杭
谷
宗
混
風
の
彫
法
を
儒
へ
た
。

一
白
山
妙
理
槌
現
、防
v

祭
久
々
利
術
命
、
本
地
十
一

一間

た
。
是
よ
り
先
制
家
は
茂
山
に
在
っ
て
酷
聞
を
強
制
す

一

ヤ
ナ
ギ
ウ
ラ

柳
浦

路
沿
制
大
泊
の
内
の
小
芋
。
一
似
脅
云
々
。
』
と
あ
る
。

る
の
任
訟
に
抱
っ
た
が
、
続
政
の
泣
の
前
へ
た
る
を

一

ヤ
ナ
ギ
ダ
柳
田

m
羽
咋
郡
邑
知
院
に
印
す
る
部
一

ヤ
ナ
ギ
ダ
シ
ロ
サ
プ
ロ
ウ
柳
田
四
郎
三
郎

父

兄
て
仰
を
岡
山
し
、
強
出
谷
よ
り
疋
凶・
今
町
を

終

て

二

務

。

一

勘

兵

衛

の

後

を

織

ぎ

、
二
百
石
を
領
し
、
前
倒
利
治

利
長
の
領
H
U
府
中
に

入
っ
た
o
長
'
京
家
訓
に
銭
れ

一

ヤ
ナ
ギ
ダ
柳
田

州
ナ
ィ
国
主
郡
中
間
野
郷
に
一
の
小
格
と
な
り
御
櫛
役
を
勤
め
た
。

時
治
元
年
利
治

ば
、
利
家
背
巡
の
際
日
比
一山
一
創
出
は
之
に
印
刷
し
た
が
、
努

一
回
す
る
総
研
。
阿
部
東
な
る
八
隅
寺
縦
郎
永
六
年
智
一
の
施
じ
た
時
、
四
郎
三
郎
は
そ
の
辿
骨
を
お
野
山
に

吉
一
取
の
遁
昨
日
に
合
し
て
、
そ
の
家
士
を
失
ふ
こ
と
コ
二
別
の
大
般
若
総
拠
世
に、

風
気
京
消
上
阿
野
柳
田
村

一
敏
め
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
如
何
な
る
既
存
か

十
四
騎
。
利
家
の
来
応
も
亦
似
つ
い
た
の
で
、
辿
間

一
と
あ
る
か
ら
、
指
附
は
上
町
同
町
郷
に
関
し
て
ゐ
た
の

一
之
を
純
ん
だ
の
で
、
濯
に
切
阪
を
仰
付
け
ら
れ
た
。

の
毘
阿
陪
主
水
の
伐
抑
制
加
新
助
は
敵
の
却
を
得
て
之
一
で
あ
る
o
能
官
名
跡
志
に
、『
柳
町
村
、
此
訟
の
大
村
一

ヤ
ナ
ギ
ダ
ジ
ン
ジ
ヤ
楊
田
神
社

H
Hィ
ダ
刑
制

を
踏
め
、
凶
っ
て
附
巾
に
隠
る
こ
と
を
得
た
と
し
て
一
に
て
五
，村
に
別
れ
て
あ
り
。
安
養
寺
と
て
密
宗
あ
一

咋
泌
柳
田
に
銀
座
す
る
。
も
と
一

{呂
田荊
多
耐
枇
の
末

ヤ
ナ
ギ
ダ
ニ
ガ
ハ
柳
谷
川

能
決
郡
白
山
御
前

毘
・別
山
聞
の初
出
谷
で
、
そ
の
孤
に
不
動
翻
が
あ
h

リ川
町

屋
俣
谷
川
・担
匂
谷
川
を
併
世
、
牛
首
川
と
な
る
。
地

脳
に
柳
谷
の
支
械
に
柳
谷
と
す
る
は
赤
谷
の
設
で
、

そ
の
北
の
加
知
名
な
る
も
の
が
柳
谷
の
綜
で
あ
る
。

ヤ
ナ
ギ
ダ
ニ
コ
ウ
セ
ン

柳
谷
鎚
泉
能
胤式市
出

隙
小
字
柳
谷
地
内
で
、
柳
谷
川
に
湯
谷
川
が
合
流
す

る
地
獄
か
ら
倣
か
上
流
の
左
熔
に
在
る
。
大
正
三
年

の
滋
見
に
係
旬
、
地
方
入
は
白
山
街
地
泉
と
も
新
日

の
抱
泉
と
も
解
す
る
。

ヤ
ナ
ギ
ダ
ニ
コ
ウ
セ
ン

柳
谷
鋳
泉
白
山
の
巾

阪
柳
谷
川
の
不
耐抑
制
か
ら
別
抗
谷
の
A
n
疏
地
肪
に
一主

る
右
岸
科
而
に
敏
腕
の
炭
殴
石
灰
口
訴
を
見
る
が
、
そ

の
巾
=
-
e
所
は

制
践
し
て
存
し
、
岩
壁
に
読
し
〈
祈

反
抗
↑
を
悶
着
せ
し
め
、
時
に
釘
乳
石
の
や
う
に
な
っ

て
零
下
し
、
又
附
に
務
部
容
に
阿
部
U

被
刷
出
し
た
0
し

て
ゐ
る
。
山
市
の
最
大
な
る
も
の
は
涌
出
口
か
ら
抑
制
廿

川
の
河
床
ま
で
三

O
米
を
務
下
す
る。

こ
の
石
版
向
山

は
飲
め
ば
必
ず
胞
桁
に
下
痢
を
仲
ふ
。

ヤ
ナ
ギ
/
主
ヤ
ジ
ン
ジ
ヤ
柳
宮
神
社

能
楽
部

椙
に
鎮
座
す
る
。
式
内
専
問
国
枇
犯
に
、『
柳
宮
前
枇
。

山中
村
銀
座
。
今
糾
"-入
怖
宮
ベ
磁
副
也
0
』
と
あ
る
。

明
治
十
二
年
八
月
中
入
幡
跡
枇
と
山田
め
た
。

ヤ
ナ
ギ
パ
シ
柳
橋
河
北
郡
井
上
庄
に
臨
す
る

枇
で
あ
っ
た
。
式
内
容
一
位
枇
杷
に
、『
桜
倒
前
枇
。
日

知
郷
紛
附
村
銀
座
。
自
社
也
。
』
大
永
六
年
十
且
一
宮

祉
務
晩
年
賀
米
銭
納
仮
に
、『
一
宮
副
務
職
毎
年
役
眼

之
率
、
四
石
四
斗
三
升
五
合
総

m
g司
』
な
ど
L
見

え
る
も
の
是
で
あ
る
。

ヤ
ナ
ギ
ダ
ジ
ン
ジ
ヤ

柳
田
紳
社

珠
洲
都
市
方

に
鎮
座
す
る
。
式
内
容
部
批
記
に
‘『柳
間
耐
位
。
阿

沼
南
方
村
銀
座
。
群
=
上
戸
柳
閃
明
神
↓
自
社
也。
』

と
あ
る
。

ヤ
ナ

八
六
回


